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◎問合せ　新庁舎建設室事業推進係　☎（28）6718　FAX（82）8262
表紙写真：とちぎわんぱく公園に咲くコ

スモスです。

新庁舎建設だより（第11号）

　工事の際、近隣の皆様には、大型車両の往来、資材の搬入・搬出等でご迷惑

をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

　また、新型コロナウィルス感染拡大防止を含め、安全管理を徹底します。

　現況は以上ですが、町民の皆様にはこれからも随時工事の進捗状況をお知ら

せします。
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※本スケジュールはあくまでも目安になります。実際の工程は諸事情によりずれ込むことがあります。

　外構工事や移転等のスケジュールは、今後掲載いたします。

新庁舎建設に係る今後のスケジュール及び進捗状況のお知らせについて
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令和２年度 令和３年度

10 11 12 1
工事種類

共通仮設工事

本 庁 舎

附 属 棟

昇 降 機

電気設備

機械設備

各種検査

掘削工事
庁舎予定地の掘削状況です。
庁舎の横幅は100ｍ超で、掘削も相応
のため迫力があります。

地盤改良工事（柱状改良工法）
中央の重機により現地の土とセメン
トを撹拌して地盤内に柱状の構造体
を築造し、建築物を支えます。

仮囲い、現場事務所の設置 仮囲い、現場事務所の撤去

掘削、地盤改良工事等 立上躯体工事

基礎工事 外装工事
内装工事

配管・スリーブ工事

掘削、地盤改良工事等 立上躯体工事

基礎工事 外装工事

内装工事

昇降機（エレベータ）設置工事

配線工事
器具取付・調整工事

建築確認の審査機関による検査

配管・スリーブ工事
配管・ダクト工事

器具取付・調整工事

８月25日（火）の起工式後、本格的な現場工事に着手しました。

新庁舎建設工事に係る全体スケジュールを、以下のとおり町民の皆様へお知らせします。

８月末から仮設工事、掘削工事、地盤改良工事等、順次実施しています。

進捗状況について（10月現在）

新庁舎建設工事全体スケジュール（概要）

く たい
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壬生町消防団が、令和２年度防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞しました

町

○C柊あおい

安全と安心を提供する まごころサービス
鈴木自動車販売グループ

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798

生町消防団は、９月４日（金）総理大臣官

邸で、防災功労者内閣総理大臣表彰を受賞

しました。

　表彰理由は、令和元年10月に発生した台風19号

（令和元年東日本台風）により、壬生町において

甚大な被害が発生しましたが、降り続く豪雨の

中昼夜にわたり、積極的な水防活動により被害

を最小限に収めた活動が認められたものです。

　壬生町消防団は、今年３月に同じく防災功労

者消防庁長官表彰を受けており、壬生町の安全

安心のため日々活躍しています。

壬

特
別
敬
老
金

　壬生町では、10年以上本町に暮らし、100歳を迎えられた方に、特別敬

老金を贈り長寿を祝っております。平成4年から実施している事業です。

齋
藤
文
子
さ
ん
が
１
０
０
歳
の
誕
生
日
を
９
月
12

日（
土
）に
迎
え
ら
れ
た
た
め
、
町
長
が
入
所
先

を
訪
問
し
敬
老
金
を
手
渡
し
、
長
寿
を
お
祝
い
し
ま
し

た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
車
椅
子
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
顔
の

色
艶
も
良
く
と
っ
て
も
お
元
気
に
過
ご
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
13
日
に
は
入
所
先
の
お
祝
い
で
、
鯛
と
お
赤
飯
を

全
部
召
し
上
が
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
「
カ
ス
テ
ラ

や
お
饅
頭
の
お
や
つ
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
」
と
嬉
し

そ
う
に
お
話
し
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
長
生
き
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

齋
藤
文
子
さ
ん
100
歳

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
町

教
育
の
振
興
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
本
島
博
久
氏
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

令
和
２
年
11
月
１
日
付
け
で
、
宇
賀
神

真
佐
江
氏
が
壬
生
町
教
育
委
員
に
任
命

さ
れ
ま
し
た
。
宇
賀
神
氏
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

副
会
長
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連

合
会
長
、
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
理
事
な
ど

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
ご
尽
力
さ
れ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
豊
富
な
経
験
か
ら
人
格
、
見
識

と
も
に
教
育
委
員
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い

方
で
あ
る
と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
と
し
て
の
任
期
は
、
令
和

６
年
10
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

壬
生
町
教
育
委
員
会
は
、
田
村
幸
一

教
育
長
、
池
節
子
教
育
長
職
務
代
理
者
、

藍
田
收
教
育
委
員
、
大
久
保
信
男
教
育

委
員
、
宇
賀
神
真
佐
江
教
育
委
員
に
よ

る
合
議
制
の
機
関
と
し
て
、
学
校
教
育
、

生
涯
学
習
、
社
会
教
育
、
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
な
ど
、
広
範
囲
な
分
野
の
施
策
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
に
宇
賀
神

真
佐
江
氏
を
任
命

さ
い 

と
う 

ふ
み  

こ

た  

む
ら
こ
う
い
ち

佐々木総務課長　小菅町長　関本団長　人見総務部長

う　

が　

じ
ん

ま　

さ　

え
い
け
せ
つ 

こ

お
お   

く   

ぼ   

の
ぶ 

お
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も
と
じ
ま
ひ
ろ
ひ
さ

あ
い
だ
お
さ
む



壬

町内全地域の農地パトロールを実施
～壬生町農業委員会～
生町農業委員会（梁島源智会長）は、９月に壬生
町内で農地パトロールを実施しました。農地パト
ロールとは、町内の農地が遊休農地や荒廃農地と

なっていないかどうか、また、昨年遊休農地だった場所
が農地として復元されているかどうか、地図を基に現地
を確認しながらチェックしていくもので、毎年行われて
いるものです。農業委員、農地利用最適化推進委員は壬
生地区、稲葉地区、南犬飼地区ごとに分かれ、地区内の
農地の見回り、農地の状況の確認作業を行いました。

8 月31日（月）に、壬生ロータリークラブの　山英城会

長、刀川清満幹事より、全小学校児童分のマスクケ

ースが寄贈されました。

　新型コロナウイルス感染症への対策として、給食や体育

の時間に、児童がマスクを衛生的に保管できるようにとご

寄附いただきました。裏面には、トチノキ・やしおつつじ・

カモシカ・オオルリのとちぎの４大シンボルがプリントさ

れています。

左から　田村教育長　小菅町長　　山会長　刀川幹事

第26回栃木県民
福祉のつどいで表彰

月24日（月）、栃木県庁東館講堂で「栃木

県民福祉のつどい」が開催され、長年、

地域福祉の向上に尽力された、町民及び町社

会福祉施設等の従事者の方から、以下の13名

の方が受賞されました。また、９月９日（水）

に受賞者の代表として４名の方が町長室に表

敬訪問を行いました。

８

やなしまもとのり
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町内小学校児童に
「マスクケース」の寄贈

栃
木
地
区
交
通
安
全
協
会
壬

生
支
部
稲
葉
部
会
（
鈴
木

岩
夫
部
会
長
）
か
ら
、
稲
葉
・
羽

生
田
小
学
校
へ
「
交
通
標
識
定
規
」

が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
定
規
は
、
両
小
学
校
の
１

年
生
へ
交
通
安
全
の
願
い
を
込
め

て
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

稲葉・羽生田小学校に「交通標識定規」の贈呈

◎県知事表彰

　〇社会福祉施設・団体又はその従事者

　　・中村　菊枝　さん

　　・高井　さよ子さん

　　・森友　ミヨ子さん

　　・石川　寿子　さん

◎栃木県共同募金会会長表彰

　〇共同募金功労者

　　・押久保　美子さん

なかむら        きく え

たか  い           　　　   こ

もりとも          　　　   こ

いしかわ        ひさ こ

おし  く    ぼ  　　よし こ

◎栃木県社会福祉協議会会長表彰

　〇民生委員・児童委員功労者

　　・押久保　美子さん

　〇社会福祉施設・団体関係功労者

　　・渡辺　久美子さん

　　・北條　真博　さん

　　・鳩山　志津子さん

　　・上村　浩子　さん

　　・鈴木　みやこさん

　　・甫坂　三津江さん

おし  く    ぼ  　　よし こ

わたなべ         く    み   こ

ほうじょう    まさひろ

はとやま          し    づ   こ

うえむら         ひろ こ

すず  き

  ほ  さか          み   つ    え

◎栃木県ひとり親家庭福祉連合会会長表彰

　〇母子寡婦福祉関係功労者

　　・白久　タカ　さん

◎栃木県身体障害者団体連絡協議会会長表彰

　〇更生援護功労者

　　・稲葉　重男　さん

しら  く 

いな  ば        しげ   お

す
ず  

き

い
わ  

お

たかやまひで  き

たちかわきよみつ

左から　小菅町長　中村菊枝さん　白久タカさん　押久保美子さん　渡辺久美子さん　櫻井副町長

令和２年３月　稲葉小学校にて 令和２年３月　羽生田小学校にて



道の駅みぶが道路功労者表彰を受賞しました
道 の駅みぶが公益財団法人日本道路協会より令和２年度「道路功労者」として表彰され、９月９日（水）、

栃木県栃木土木事務所長より駅長である壬生町長へ表彰状の伝達が行われました。道路利用者の休憩、

道路情報の発信施設としての機能、また大規模な公園や体験施設等があり地域コミュニティ推進の場にな

っており、更に地元農産物の販売など地域産業の発展に貢献していることなどが評価され、今回の受賞と

なりました。

福祉避難所設置運営の協定締結式及び情報交換会を行いました
10 月６日（火）、壬生町と社会福祉法人せせらぎ会との間に「災害時における福祉避難所の設営運営に関

する協定」を結びました。また、すでに協定を締結した社会福祉法人関記念栃の木会及び社会福祉法

人敬和会を交えて情報交換会を実施しました。

　この協定は、災害時に福祉施設を開設するための基本協定となり、災害発生時に円滑に福祉避難所を開

設、運営が出来るようになります。
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○C柊あおい

福祉避難所について

　通常の避難所での生活が困難な高

齢者や障がい者、その他特別な配慮

を必要とする要配慮者の方を受け入

れるための避難所です。平時には福

祉サービス事業所として運営してい

るため、一次避難所に避難された後、

段階的に受け入れとなります。

敬和会 谷田貝克行様　小菅町長　せせらぎ会 松野直之様　栃の木会 北條真博様
や   た  がいかつゆき                                                                                           まつ の  なおゆき                                               ほうじょうまさひろ



◎
問
合
せ　

歴
史
民
俗
資
料
館

　
　
　
　
　

☎（
82
）８
５
４
４

壬
生
藩
最
後
の
藩
主
鳥
居
忠
宝
と
製
茶
事
業

〜
製
茶
工
場
は
家
中
小
学
校
の
最
初
の
校
舎
！？
〜

壬
生
藩
と
鳥
居
家
の
お
話

み
ぶ
の
歴
史
・
文
化
財
シ
リ
ー
ズ

「
壬
力（
魅
力
）
」
あ
る
町
の
歴
史
や
文
化
財
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

歴
史
民
俗
資
料
館

だ
よ
り

４

特別連載　第５回

た
だ
と
み

全国藩校サミット壬生大会
た
だ
ぶ
み

　

江
戸
時
代
か
ら
明
治
時
代
へ
、

日
本
の
武
家
社
会
に
終
止
符
が
打

た
れ
る
な
か
、
壬
生
藩
で
は
７
代

藩
主
鳥
居
忠
宝
が
最
後
の
藩
主
と

し
て
政
務
を
行
い
ま
し
た
。

　

明
治
４
年
（
１
８
７
１
）
廃
藩
置

県
が
実
施
さ
れ
る
前
年
、
忠
宝
は

弟
忠
文
に
知
藩
事
の
職
を
譲
り
ま

し
た
。
隠
居
後
は
、
上
稲
葉
の
「
赤

御
堂
」
と
呼
ば
れ
る
地
に
屋
敷
を

構
え
一
部
の
旧
壬
生
藩
士
と
と
も

に
移
住
し
て
い
ま
す
。
こ
の
赤
御

堂
の
地
は
、
峯
山
丘
陵
の
南
端
に

位
置
し
旧
壬
生
城
を
眺
望
で
き
る

場
所
で
し
た
。

　

こ
の
新
天
地
で
始
ま
っ
た
の
が

緑
茶
の
生
産
で
す
。
明
治
時
代
、

主
力
の
輸
出
品
で
あ
っ
た
緑
茶
に

注
目
し
、
明
治
初
年
か
ら
水
は
け

の
良
い
赤
御
堂
の
地
に
茶
の
木
が

植
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
明

治
11
年
（
１
８
７
８
）
に
製
茶
事
業

の
た
め
共
産
社
を
設
立
。
忠
宝
は

保
護
人
と
し
て
携
わ
り
ま
し
た
。

　

当
時
、
県
内
で
も
茶
樹
は
植
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
緑
茶
と
し

て
の
製
法
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、

ま
た
広
く
茶
園
を
所
有
す
る
も
の

は
宇
治
か
ら
職
人
を
呼
ん
で
い
た

た
め
生
産
の
利
潤
が
少
な
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
、

共
産
社
の
製
茶
事
業
は
軌
道
に
乗

り
、
最
盛
期
に
は
９
０
０
人
も
の

職
工
を
抱
え
ま
し
た
。
そ
し
て
、

ア
メ
リ
カ
の
ボ
ス
ト
ン
を
中
心
に

約
20
ト
ン
も
の
緑
茶
を
輸
出
す
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
明
治
10
年
代
後
半
に

農
産
物
の
価
格
の
下
落
や
、
ア
メ

リ
カ
で
粗
悪
な
緑
茶
が
出
回
っ
た

こ
と
で
明
治
16
年
（
１
８
８
３
）
に

不
正
な
緑
茶
に
対
す
る
条
例
が
出

さ
れ
る
な
ど
、
日
本
の
製
茶
業
界

は
致
命
的
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
ま

す
。
共
産
社
も
こ
う
し
た
な
か
経

営
が
悪
化
し
、
残
念
な
が
ら
解
散

し
ま
し
た
。

　

で
は
、
そ
の
後
の
製
茶
工
場
は

ど
う
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
今

春
、
歴
史
民
俗
資
料
館
に
「
赤
御

堂
の
製
茶
工
場
は
家
中
小
学
校
の

最
初
の
校
舎
で
あ
る
」
と
い
う
情

報
提
供
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
情

報
は
、
明
治
19
年
（
１
８
８
６
）
に

現
在
の
家
中
小
学
校
の
最
初
の
校

舎
と
し
て
赤
御
堂
の
製
茶
工
場
が

購
入
さ
れ
た
こ
と
。
そ
し
て
、
そ

の
建
物
は
木
造
２
階
建
て
の
１
棟

で
、
２
階
は
村
会
議
室
と
し
て
活

用
し
た
と
い
う
も
の
で
し
た
。
家

中
が
旧
壬
生
藩
領
で
あ
る
こ
と
、

ま
た
、
共
産
社
の
社
員
で
あ
っ
た

大
沢
方
義
が
買
い
入
れ
時
の
家
中

小
学
校
の
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の
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で
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自
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と
し
て
分
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れ
て
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て
も
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域
で
歴
史
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え
る
こ
と
の
大
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さ
を
改
め
て
実
感
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
製
茶
工
場
に
関
す
る
新
発

見
が
期
待
で
き
そ
う
で
す
。

あ
か

み 

ど
う

み
ね
や
ま

き
ょ
う
さ
ん
し
ゃ
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　日本年金機構では、国民年金保険料の納付・免除促進の一部業務について、民間事業者へ委託しています。
　これは、国が行っていた国民年金保険料の納付・免除促進の一部業務を民間事業者に委託することで、創意
工夫や独自ノウハウの活用により、低コストでより良いサービスの提供を目指すものです。

【訪問時の注意点】
・顔写真入り身分証明書を提示します。
・その場で現金をお預かりすることはありません。
　納付については、日本年金機構が発行した納付
　書により、金融機関やコンビニエンスストアで
　お支払いしていただくようご案内します。

日本年金機構では国民年金保険料のご案内を　　　　   しています。民間委託民間委託

≪主な業務≫
　電話・文書・戸別訪問による納付案内をさせて
いただく場合があります。
◎国民年金保険料の納付（未納）状況に関する納
　付のご案内
◎国民年金保険料免除・納付猶予制度のご案内

≪ご案内させていただく委託事業者（栃木年金事務所）≫

○事業者名　株式会社　バックスグループ

◎問 合 せ　☎0800（808）7000

※民間委託事業についての詳細や、その他の地域を担当する委託事業者については、日本年金機構ホー

　ムページまたはお近くの年金事務所でご確認ください。
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　壬生町の下水道は分流式を採用しており、汚水と雨水は別々に処理されます。汚水は最終的に汚水処理場
で処理がなされ、河川へ放流されています。雨水はそのまま河川へ流れます。
　汚水とはし尿及び生活雑排水を言います。下水管に流して良いのは汚水のみで、雨水は流してはいけません。
　雨の日になると晴れた日よりも多くの汚水が流れ込み、近年のゲリラ豪雨や台風の際には一部地域のトイ
レが使えなくなる重大な事故が発生しております。
　雨の日に汚水量が増加する原因としては、降った雨が以下の事由により汚水管に浸入してしまっているこ
とが考えられます。

汚水管に雨水が流れ込み、重大な事故が発生しています汚水管に雨水が流れ込み、重大な事故が発生しています

・雨どいからの雨水排水が汚水管に接続されている
・外流しが汚水管に接続されており、雨水が排水されている　など

　雨どいや外流しの雨水排水は汚水管には絶対につながないでください。これらについては、雨水浸透桝を
設置し、地中に排水してください。
　汚水ますのふたが開いていたり、破損していたりする場合は、破損した隙間などから雨水が浸入すること
も考えられますので、見つけた場合は修理などの対応をお願いします。
　また、不明水対策調査のため、敷地内に立ち入らせていただくことがありますので、その際はご協力ください。

皆様にご協力いただきたいこと

・トイレの水（し尿）

・お風呂の水

・台所の水等の生活雑排水

・雨水

・油類

・ガソリン等の危険物

・生ごみ等の固形物

・オムツ　　　　　　　　等

〇 下水道に流して良いもの 〇

×下水道に流してはいけないもの×

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

◎問合せ　下水道課工務係　☎（81）1859



　国民年金は、日本国内に住む20歳～60歳の方が加入する公的な社会保障制度であり、
老後や傷病の際に生活の経済的支えとなります。

加入者は職業等によって３つの種別に分かれ、それぞれ手続き先が異なります。

種　　別

第１号被保険者

第２号被保険者

第３号被保険者

加入資格

下記以外の方

会社員・公務員等

会社員・公務員等の被扶養配偶者

役場住民課国保年金係

又は稲葉・南犬飼出張所

勤務先

配偶者の勤務先

届 出 先

　会社を退職した方（厚生年金被保険者資格を喪失）や、会社を退職した方に扶養されていた配偶者は、国民年金

の加入手続きが必要です。

11月30日は年金の日

　国民年金には、保険料の納付が困難な場合に保険料を免除・納付猶予する制度があります。免除・納付猶予が承

認されると年金の受給資格期間として算入されるほか、保険料を納付できる期間が10年間に延長されます。（３年

度目以降は加算額がつきます。)

　老後の生活や万一の病気・ケガの際に困らないためにも、保険料を未納のまま放置せず、免除・納付猶予制度を

ご利用ください。

　自営業・学生等の方は国民年金の第１号被保険者となり、日本年金機構から送付される納付書等で保険料を納め

ます。（月額１６，５４０円：令和２年度）

①現金納付　→金融機関(ゆうちょ銀行を含む)及び、コンビニエンスストアで納付

　　　　日本年金機構から送付される納付書で納めます。２年分・１年分・半年分をまとめて前納すると保険料が

　　　　割引になります。

②口座振替による納付　→指定金融機関から翌月末振替

　　　　金融機関からの口座振替により、納め忘れを防止できます。現金納付より割引率の高い２年分・１年分・

　　　　半年分の前納のほか、早割納付（当月末振替：50円割引）も選択できます。

③その他の納付方法

　　　　クレジットカード納付や、ペイジーによるパソコン・スマートフォン・ＡＴＭを利用した電子納付があり

　　　　ます。（詳しくは、日本年金機構ホームページをご覧ください。）

　　　　保険料の納め忘れが続くと、老後に受給できる年金額が少なくなったり、障害年金や遺族年金を受給でき

　　　　なくなったりする場合がありますので、保険料は納期内に忘れずに納めましょう。（納期限は翌月末で　

　　　　す。２年を経過すると時効により納めることができなくなります。）

【付加保険料】

　　　　付加保険料（月額400円）を納付すると、老齢基礎年金を受給する際に付加年金が加算されます。

　　　　　　　　　　　　　　付加年金受給額（年額）　200円×付加保険料納付月数

◎付加保険料の納付を希望される方（第１号被保険者・任意加入者）は、届出が必要となります。

◎国民年金基金にご加入中の方は、付加保険料を納付できません。

◎納付期限（対象月の翌月末）を経過しても２年間は付加保険料を納付することができます。

国民年金保険料の納付方法は…？

保険料の納付が困難なときは、免除申請を！

国民年金保険料の納付方法は…？

保険料の納付が困難なときは、免除申請を！

11月は年金月間です

国民年金の加入手続きを忘れずに！国民年金の加入手続きを忘れずに！

11月は年金月間です
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制 　 　 度

対　象　者

期　　　間

審 査 対 象
( ※ ２ )

内　　容

保険料免除制度

学生以外の方

７月～翌年６月

被保険者・配偶者・世帯主
の前年所得

保険料の全額か、一部
  （1/4・半額・3/4）が
免除されます（※３）

納付猶予制度

学生以外の方（50歳未満）

被保険者・配偶者
の前年所得

保険料が納付猶予
となります（※４）

７月～翌年６月

学生納付特例制度

学　生（※１）

４月～翌年３月

被保険者の前年所得
［必要添付書類］
学生証のコピー又は在学証明書

保険料が納付猶予
となります（※４）

※１：定時制、１年間就学制、その他の非対象学校を除く。
※２：審査対象の中に退職(失業)された方がいる場合、その方の所得を審査対象から除外することができます。
　　　(必要添付書類：雇用保険受給資格者証または雇用保険被保険者離職票のコピー)
※３：一部免除の場合、指定された保険料を納付しないと免除該当となりません。
※４：年金の受給資格期間に算入されますが、老齢年金の受給額には反映されません。

◎問合せ
◆ねんきんダイヤル
●栃木年金事務所　お客様相談室
●住民課国保年金係

☎０５７０（０５）１１６５
☎０２８２（２２）４１３４
☎０２８２（８１）１８２７

……………………………
……………

……………………………

　国民年金は、老後や傷病・死亡の際の生活を３つの基礎年金（老齢・障害・遺族）でサポートします。支給を受

けるためには、一定の納付要件が必要です。

【老齢基礎年金】年金受給資格期間が10年以上になりました

　国民年金保険料を20歳～60歳まで納付し、65歳から生涯受給する年金です。受給するためには、保険料納付済期

間と保険料免除期間の合計が10年以上必要です。

　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　781,700円（令和２年度：40年間納付した場合）

【障害基礎年金】

　国民年金加入中（20歳前や老齢基礎年金を受給していない国内在住の60歳以上65歳未満を含む）に、病気やケガ

で一定の障がいの状態になってしまった場合、受給できる年金です。生計を維持されている子がいる場合には、子

の人数に応じて加算があります。

　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　１級の障害の場合　　　　　977,125円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２級の障害の場合　　　　　781,700円 

【遺族基礎年金】

　国民年金にご加入中の方や老齢基礎年金の受給資格を満たした方が亡くなった場合、その方に生計を維持されてい

た子のいる配偶者、または子が受給する年金です。子の人数に応じた額の遺族基礎年金が受給できます。

　　　　　　　　　　　　受給額（年額）　　配偶者と子（１人）の場合　1,006,600円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　子（１人）の場合　　　　　　781,700円

　※子とは、18歳未満または障害のある20歳未満の子をいいます。

～～～～～～～～

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書』の送付
　１月１日～９月30日までの間に納付した国民年金保険料については11月上旬頃に、10月１日～12月31日までの間に

納付した国民年金保険料については翌年２月上旬頃に、日本年金機構から『社会保険料(国民年金保険料)控除証明書』

が送付されます。　

　１月１日～12月31日に納付した国民年金保険料(過年度分を含む)全額が社会保険料控除の対象となります。
　国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において社会保険料控除の対象となります。控除を受けるには、納付し

たことを証明する書類の添付が義務付けられていますので、年末調整や確定申告の際には、必ずこの証明書（または領

収証書）を添付してください。

　ご家族の国民年金保険料を納付した場合も、申告者の社会保険料控除に加えることができますので、ご家族宛てに送

られた控除証明書も忘れずに申告しましょう。

控除証明書に関するお問合せは専用ダイヤルにお願いいたします。
　　●専用ダイヤル　☎0570（003）004（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　 　※一般の固定電話の場合、市内通話料金でご利用いただけます。
　　●050で始まる電話からおかけになる電話　☎03（6630）2525（通常の通話料金がかかります）
＜受付期間＞　令和２年11月２日（月）～令和３年３月15日（月）
＜受付時間＞　月曜日～金曜日　　午前８：30～午後７：00
　　　　　　　第２土曜日　　　　午前９：30～午後４：00
　　　　　　　※祝日（第２土曜日を除く）、12月29日～１月３日はご利用いただけません。
公的年金の源泉徴収票の紛失・再交付に関するお問合せは、ねんきんダイヤルまでお願いいたします。
　　●ねんきんダイヤル　☎0570（05）1165

生活を支えるさまざまな基礎年金生活を支えるさまざまな基礎年金
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※この試算は、通常加入で保険料月額2万円で加入し、

　65歳までの運用利回りが2.5％、65歳以降の予定利率が

　0.20％となった場合の試算です。受取総額は65歳での

　農業者年金加入者の平均余命を考慮し、男性86.5歳、

　女性92歳まで生存した場合の金額です。

※運用利回りは、加入後の経済変動により上下します。

　制度発足以降の17年間（平成30年度まで）の運用利回

　りの平均は、年率2.82％です。

※予定利率は毎年度、農林水産省告示により定められ、

　令和２年度は0.20%となっています。

【農業者年金の特徴】

①農業に従事されている方は誰でも加入できます。

　　原則60歳未満の国民年金第1号被保険者であって年間

　60日以上農業に従事している方なら誰でも加入できます。

　配偶者や後継者など家族農業従事者の方も加入できます。

②少子高齢化時代でも安心できる財政方式です。

　　財政方式は積立方式の確定拠出型で、保険料を支払

　っている方の数や年金を受給している方の数が変化し

　てもその影響を受けない制度です。年金資産は安全性

　を重視して運用しています。

③保険料は自分で選べ、いつでも見直しできます。

　　自分が必要とする年金の額の目標に向けて、保険料を

　自由に決められ（月額2万～6万7千円の間で千円単位）、

　経営の状況や老後設計に応じていつでも見直せます。ま

　た、途中脱退、再加入も可能で、納められた保険料は将

　来年金として支給されます。

④税制面で大きな優遇措置があります。

　　支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象と

　なり、所得税・住民税が節税になります。（支払った

　保険料の15％～30％程度が節税）

　例：課税対象所得が195万円超330万円以下の方

　　　税率20.2％　保険料月額２万円（年24万円）の場合、

　　　４万８千円の節税になります。

⑤終身年金です。

　　80歳までにお亡くなりになった場合、死亡一時金が

　 あります。

⑥認定農業者など一定の要件を満たす方には、保険料の

　国庫補助があります。

　　認定農業者で青色申告をしている方や、その方と家

　族経営協定を結んだ配偶者・後継者の方など一定の条

　件を満たす方には保険料の国庫補助（月額最高１万円、

　通算すると最大で216万円）があり、その国庫補助分

　も含めて将来年金が受給できます。

◎問合せ

　農業委員会事務局　　　　　☎（81）1875

　独立行政法人　農業者年金基金　☎03（3502）3199

20歳
30歳
40歳
50歳

40年
30年
20年
10年

75万円
50万円
30万円
13万円

63万円
42万円
25万円
11万円

1,614万円
1,071万円

634万円
283万円

1,704万円
1,131万円

670万円
299万円

加入年齢 納付期間
男性 女性 男性 女性

年金額（年額）
農業者年金に加入すれば～農業者年金の支給額の試算～　（金額：万円未満四捨五入）

平均余命までの受給総額

　豊かな老後生活のためには、国民年金の他にプラ
スして、老後の生活費を自分で準備する必要があり
ます。サラリーマンは、厚生年金や共済年金で国民
年金（基礎年金）への上乗せがあります（厚生年金
のモデルケースでは月額約22万1千円の年金額）が、
農業者の皆様も、メリットがたくさんある農業者年
金に加入して安心で豊かな老後を迎えましょう。

農業者年金でしっかり積み立て、
がっちりサポート

安心で豊かな老後
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☎０１２０－９５－０１７８

【受付時間】月曜日から金曜日　午前９時30分から午後８時

　　　　　　土曜、日曜、国民の祝日・休日　午前９時30分から午後５時30分

「個人番号（マイナンバー）カード」「個人番号通知書」「通知カード」に関することや、「マイナ

ポイント」について等、マイナンバー制度に関するお問い合わせに対応しています。

音声ガイダンスに従って、お聞きになりたい情報のメニューを選択してください。

　１番：マイナンバーカード・電子証明書・個人番号通知書・通知カードに関すること

　２番：マイナンバーカードの紛失・盗難について

　３番：マイナンバー制度・法人番号に関すること

　４番：マイナポータルに関すること

　５番：マイナポイントを活用した消費活性化策に関すること

個人番号 （マイナンバー） 総合フリーダイヤル

個人番号（マイナンバー）カードコールセンター（全国共通ナビダイヤル）

個人番号（マイナンバー）カードの紛失・盗難などによる一時利用停止に

ついては、24時間365日受け付けています。

☎０５７０―７８３―５７８
フリーダイヤルが繋がりにくい場合、お手数ですが、こちらをご利用ください。

【受付時間】午前８時30分から午後８時

　　　　　　※年末年始（12月29日から１月３日）は除きます

聴覚障がい者専用お問合せＦＡＸ番号
☎０１２０―６０１―７８５
下記の２つのお問合せを受け付けております。

　１．マイナンバー制度、個人番号通知書、通知カード、マイナンバーカードに関すること

　２．紛失・盗難に伴うマイナンバーカードの一時停止処理

お問合せの様式は「マイナンバーカード総合サイト」の「お問合せ」よりダウンロードできます。

壬生町役場
●総合政策課

☎０２８２－８１－１８１３
マイナポイント制度やマイナポイントの申し込み方法について

【受付時間】月曜日から金曜日　午前８時30分から午後５時15分

　　　　　　※国民の祝日・休日、年末年始（12月29日から１月３日）は除きます

●住民課

☎０２８２－８１－１８２５
個人番号（マイナンバー）カードの申請、受取り、更新について

【受付時間】月曜日から金曜日　午前８時30分から午後５時15分※月曜日のみ午後７時まで

　　　　　　※国民の祝日・休日、年末年始（12月29日から１月３日）は除きます

個人番号（マイナンバー）お役立ち番号リスト

多言語コールセンター（Multilingual call center）☎0120-0178-27　※English、Chinese、Korean、Spanish、Portuguese



　
町
内
の
小
中
学
生
を
対
象
と
し

て
令
和
３
年
1
月
に
開
催
を
予
定

し
て
い
た
「
壬
生
町
新
春
書
初
め

席
書
大
会
」
は
、
会
場
内
外
で
の

密
を
避
け
る
こ
と
が
難
し
い
こ
と

か
ら
、
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

◎
問
合
せ　
生
涯
学
習
課
公
民
館

係
（
城
址
公
園
ホ
ー
ル
）

☎（
82
）０
１
０
８

○
日
時　
12
月
20
日（
日
）ま
で

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
（
入

館
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

○
休
館
日 

月
曜
日
（
11
月
23
日

は
開
館
）
、
11
月
24
日
（
火
）

◎
問
合
せ　
栃
木
県
立
美
術
館

☎
０
２
８（
６
２
１
）３
５
６
６

　
全
日
本
ろ
う
あ
連
盟
創
立
70
周

年
記
念
映
画
「
咲
む
（
え
む
）
」

の
上
映
会
が
、
栃
木
市
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

○
日
時　
12
月
６
日
（
日
）

午
後
０
時
30
分
開
場 

１
時
開
演

○
場
所 

栃
木
市
都
賀
文
化
会
館

（
ハ
ー
ト
ホ
ー
ル
）
※
席
の
間
隔

を
一
席
空
け
て
ご
着
席
く
だ
さ
い

○
参
加
費　
高
校
生
以
上
１
，
２

０
０
円　
小
中
学
生
５
０
０
円　

未
就
学
児
無
料
（
但
し
チ
ケ
ッ
ト

は
必
要
で
す
）
※
チ
ケ
ッ
ト
の
払

い
戻
し
は
で
き
ま
せ
ん

○
申
込　
君
島
歯
科
医
院

☎（
82
）７
４
７
４　
休
診
日　
日

曜
日
・
祝
日
・
木
曜
日
午
後

○
定
員　
３
０
０
名

○
主
催　
（
一
社
）
栃
木
県
聴
覚

障
害
者
協
会

◎
問
合
せ　
中
村　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
28
）

０
２
５
７　
三
田　
☎
０
９
０

（
４
６
７
６
）６
３
７
７

○
対
象

・
各
学
科
に
関
連
す
る
事
業
所
等

に
就
職
し
て
い
る
方
で
、
雇
用
保

険
又
は
建
設
業
の
一
人
親
方
等
の

労
災
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
。

（
加
入
予
定
者
も
含
む
。
）　

・
再
就
職
の
準
備
中
の
方
も
入
校

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　

・
そ
の
他
の
入
校
希
望
者
も
相
談

に
応
じ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

○
予
定
人
員
及
び
訓
練
期
間

畳
科　
　
　
　
10
人　
２
年

建
築
設
計
科　
10
人　
２
年

広
告
美
術
科　
10
人　
２
年

○
募
集
期
間 

令
和
３
年
３
月
13

日（
土
）ま
で　
受
付
は
、
火
曜
日

〜
土
曜
日
（
午
前
10
時
〜
午
後
４

時
ま
で
）

○
特
色　
と
ち
ぎ
マ
イ
ス
タ
ー
、

宮
の
も
の
づ
く
り
達
人
な
ど
、
多

彩
な
講
師
陣
が
マ
ン
ツ
ー
マ
ン
で

指
導
し
ま
す
。
ま
た
、
国
家
試
験

の
２
級
技
能
検
定
（
建
築
設
計
科

は
非
該
当
）
を
受
検
す
る
際
、
学

科
試
験
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

○
申
込
み　
宇
都
宮
共
同
高
等
産
業

技
術
学
校
に
直
接
持
参
か
郵
送
。

入
学
願
書
や
入
学
案
内
は
学
校
に

あ
り
ま
す
。
お
電
話
い
た
だ
け
れ

ば
、
必
要
書
類
を
郵
送
し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
宇
都
宮
共
同
高
等
産

業
技
術
学
校　
☎
・
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２

８（
６
２
２
）１
２
７
１　

　
健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
各
回
ご
と

に
申
込
み
が
必
要
で
す
。
一
度
に

複
数
ま
と
め
て
申
込
み
が
で
き
ま

す
の
で
、
受
付
時
に
お
伝
え
下
さ

い
。
申
込
み
後
、
教
室
が
近
づ
き

ま
し
た
ら
詳
細
を
通
知
し
ま
す
。

○
対
象　
壬
生
町
在
住
の
方

○
受
付　
11
月
11
日（
水
）午
前
９

時
よ
り

◎
申
込
み
・
問
合
せ　

　
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
係

☎（
81
）１
８
８
５

「
咲
む（
え
む
）」
上
映
会

「
壬
生
町
新
春
書
初
め
席
書
大

会
」
の
開
催
中
止
に
つ
い
て

令
和
２
年
度　
健
康
づ
く
り

の
ジ
ャ
ン
プ
ア
ッ
プ
教
室

宇
都
宮
共
同
高
等
産
業
技
術

学
校
（
職
業
訓
練
校
）

令
和
３
年
度
訓
練
生
募
集

栃
木
県
立
美
術
館
企
画
展

「
竹
の
息
吹
き
ー
人
間
国
宝

勝
城
蒼
鳳
と
藤
沼
昇
を
中
心
に
」

催
し
・
講
座

催
し
・
講
座

12

③12月16日（水）
　13：30～15：15
④12月17日（木）
　10：00～11：45
⑤２月25日（木）
　10：00～11：45
⑥２月26日（金）
　13：30～15：15
⑦３月３日（水）
　13：30～15：15　
⑧３月４日（木）
　13：30～15：15
⑨３月10日（水）
　13：30～15：15　
⑩３月11日（木）
　10：00～11：45

各回15名
※内容は同じです

各回15名
※内容は同じです

各回15名
※内容は同じです

各回15名
※内容は同じです

保健福祉センター
１Ｆ　ホール兼会議室

健康講話
【食品成分表示と塩分と体の関係】
食品成分表示方法と塩分についての獨協
医科大学の准教授からの講話です。

健康講話
【骨粗しょう症予防の食事】
骨に関連する栄養や生活習慣について管
理栄養士からの講話です。

健康講話
【脂質異常症予防の食事】
脂質に関連する栄養や生活習慣について
管理栄養士からの講話です。

健康講話
【免疫力UPの食事】
免疫に関連する栄養や生活習慣について
管理栄養士からの講話です。

運動実践
【コツコツ貯金運動】
ご自宅でもできる簡単な運動をご指導頂
きます。

今年度は感染症予防のため、調理実習は実施致しません。
人数を制限して、同じ内容を２回ずつ実施します。

①12月７日（月）
　10：00～11：45　
②12月９日（水）
　13：30～15：15

各回15名
※内容は同じです

日　　時 定　員 場　所 内　　容



　
年
齢
を
重
ね
て
も
、
ま
だ
ま
だ
元
気

で
働
き
た
い
意
欲
の
あ
る
60
歳
以
上
の

皆
さ
ん
、
一
緒
に
働
き
ま
せ
ん
か
。
新

規
会
員
の
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
関

心
を
お
持
ち
の
方
は
、
説
明
会
に
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
入
会
資
格

・
町
内
在
住
で
原
則
60
歳
以
上
の
方

・
健
康
で
、
働
く
意
欲
の
あ
る
方

（
特
別
な
資
格
な
ど
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
）

・
シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
を
理
解

し
、
賛
同
す
る
方

○
日
時　
12
月
１
日
（
火
）
午
後
１

時
30
分
〜
（
１
時
間
程
度
）

○
場
所　
壬
生
町
シ
ル
バ
ー
ワ
ー
ク

プ
ラ
ザ
研
修
室
（
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

南
西
）

○
説
明
会
内
容　
入
会
資
格
説
明
・

シ
ル
バ
ー
事
業
の
趣
旨
・
概
要
説
明
・

入
会
申
込
書
の
記
入
方
法
・
質
疑

長
い
経
験
と
キ
ャ
リ
ア
の
持
ち
主
、

元
大
工
さ
ん
な
ど
が
技
と
心
で
研
ぎ

ま
す
。

○
日
時　

12
月
８
日（
火
）　
役
場
本
庁
舎

（
駐
車
場
北
西
側 

車
庫
）

12
月
15
日（
火
）　
南
犬
飼
出
張
所

（
入
口
東
側 

自
転
車
置
場
）

○
時
間　
午
前
９
時
〜
午
後
１
時

○
料
金　
菜
切
り
包
丁
３
０
０
円
、

出
刃
４
０
０
円
、
剪
定
ハ
サ
ミ
４
５

０
円
、
刈
込
ハ
サ
ミ
・
ナ
タ
５
０
０
円

※
刃
こ
ぼ
れ
、
サ
ビ
落
と
し
は
、
割

り
増
し
１
０
０
円
〜
５
０
０
円

《
共
通
事
項
》

◎
問
合
せ　
（
公
社
）壬
生
町
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
☎ （
82
）
４
６

８
２　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）４
６
８
７

　
11
月
は
、
平
成
31（
２
０
１
９
）年
中

に
個
人
で
事
業
を
営
ま
れ
て
い
た
方

の
第
二
期
分
の
納
期
と
な
り
ま
す
。

　
納
期
限
は
、
11
月
30
日
（
月
）
で

す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
等
で

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
第
二
期
分
の
納
付
書
は
第

一
期
分
と
併
せ
て
８
月
に
発
送
済
み

で
す
。
紛
失
等
あ
り
ま
し
た
ら
、
問

合
せ
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
栃
木
県
税
事
務
所 

個
人
事
業
税
担
当
☎（
23
）３
４
１
４

ー
一
人
で
も
雇
っ
た
ら
、
労
働
保
険

（
労
災
保
険
・
雇
用
保
険
）
の
加
入

手
続
き
が
必
要
で
す
ー

　　
労
働
保
険
は
、
政
府
が
管
掌
す
る

強
制
保
険
で
あ
り
、
労
働
者
を
一
人

で
も
雇
用
し
て
い
れ
ば
、
原
則
と
し

て
事
業
主
は
加
入
手
続
き
を
行
い
、

労
働
保
険
料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
厚
生
労
働
省
で
は

「
未
手
続
事
業
一
掃
対
策
」
を
、
年

間
を
通
じ
た
主
要
課
題
と
し
て
位
置

付
け
た
上
で
、
11
月
を
「
労
働
保
険

適
用
促
進
強
化
期
間
」
と
し
、
事
業

主
へ
制
度
の
概
要
を
説
明
す
る
こ
と

に
よ
り
、
自
主
的
な
手
続
を
促
し
て

い
ま
す
。

◎
問
合
せ　
厚
生
労
働
省
労
働
基
準

局
労
働
保
険
徴
収
課 

適
用
係

☎
０
３（
５
２
５
３
）１
１
１
１（
内

線
５
１
５
６
）

　　
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の
使
用
者

に
適
用
さ
れ
ま
す
。

　
令
和
２
年
10
月
１
日　
発
効

　
特
定
の
産
業
に
は
特
定
最
低
賃
金

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
問
合
せ　
栃
木
労
働
局
労
働
基
準

部
賃
金
室
（
☎
０
２
８
（
６
３
４
）

９
１
０
９
）
又
は
、
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

か
か
る
壬
生
町
国
民
健
康
保
険
の
方

を
対
象
と
し
た
傷
病
手
当
金
制
度
に

つ
き
ま
し
て
は
、
次
の
と
お
り
適
用

期
間
が
延
長
と
な
り
ま
し
た
。

延
長
前　
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
２
年
９
月
30
日
ま
で

延
長
後　
令
和
２
年
１
月
１
日
か
ら

令
和
２
年
12
月
31
日
ま
で

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
広
報

み
ぶ
７
月
号
ま
た
は
町
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ

れ
る
方
は
、
国
保
年
金
係
ま
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
住
民
課
国
保
年
金
係　

☎（
81
）１
８
３
６

　
令
和
３
・
４
年
度
に
壬
生
町
が
発

注
す
る
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
及
び
物
品
･
役
務

等
の
入
札
へ
の
参
加
を
希
望
す
る
方

の
資
格
申
請
受
付
を
次
の
と
お
り
行

い
ま
す
。

○
申
請
受
付
期
間 

《
建
設
工
事
》

　
12
月
１
日（
火
）か
ら
令
和
３
年
１

月
15
日（
金
）ま
で

《
測
量
･
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

等
》

　
12
月
１
日（
火
）か
ら
令
和
３
年
１

月
22
日（
金
）ま
で

《
物
品
･
役
務
等
》

　
12
月
１
日（
火
）か
ら
令
和
３
年
１

月
29
日（
金
）ま
で

※
期
間
以
外
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
受
付
方
法 

・
町
内
業
者　
持
参
ま
た
は
郵
送

　
受
付
時
間　
午
前
９
時
か
ら
11
時

30
分
及
び
午
後
１
時
か
ら
４
時
ま
で

（
土
日
祝
を
除
く
）

・
町
外
業
者　
郵
送　
申
請
書
封
筒

に
「
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請

書
」
と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
用
紙
等
の
入
手
方
法 

①
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
。

②
来
庁
し
て
入
手
す
る
。
（
総
務
課

管
財
係
で
配
付
）

③
郵
送
に
て
入
手
す
る
。

・
返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
版
の
書
類
の

入
る
大
き
さ
の
封
筒
に
切
手
を
貼

り
、
返
送
希
望
先
の
住
所
、
名
称
等

を
記
入
）
を
「
申
請
・
問
合
せ
」
ま

で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
到
着
次

第
、
返
送
し
ま
す
。

○
資
格
の
有
効
期
間 

　
令
和
３
年
４
月
１
日
か
ら
令
和
５

年
３
月
31
日
ま
で

◎
申
請
・
問
合
せ　
総
務
課 

管
財

係
（
本
庁
舎
２
Ｆ
）
〒
３
２
１
‐
０

２
９
２　
栃
木
県
下
都
賀
郡
壬
生
町

通
町
12
番
22
号

☎（
81
）１
８
０
９

Ｆ
Ａ
Ｘ（
82
）８
２
６
２

　

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促
進

強
化
期
間
」
で
す

お
し
ら
せ

お
し
ら
せ

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

栃
木
県
最
低
賃
金
の
ご
案
内

確
認
し
ま
し
ょ
う
！
栃
木
県
の

最
低
賃
金　

時
間
額 

８
５
４
円

刃
物
研
ぎ
の
お
知
ら
せ

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
会
員
募
集
中（
入
会
説
明
会
）

壬
生
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
か
ら
の
お
し
ら
せ

13

国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
傷
病
手

当
金
制
度
の
期
間
延
長
に
つ
い
て

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
の
受
付

〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜



　道路工事を下記のとおり行います。工事期間中はご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

道路工事にご協力ください

○工 事 名　舗装修繕工事　町道2-153号線
○工事箇所　大字安塚地内
○工事期間　11月上旬～1２月上旬

①
○工 事 名　道路改良工事　町道3-239号線
○工事箇所　大字壬生乙地内
○工事期間　11月上旬～令和３年２月下旬

②

◎問合せ　建設課土木係　☎（81）１８５１

○
家
畜
を
飼
養
さ
れ
て
い
る
方
へ

　
牛
、水
牛
、鹿
、馬
、め
ん
羊
、山
羊
、

豚
、
い
の
し
し
、
鶏
、
あ
ひ
る
、
う
ず

ら
、
き
じ
、
だ
ち
ょ
う
、
ほ
ろ
ほ
ろ
鳥

及
び
七
面
鳥
の
所
有
者
は
毎
年
、
家

畜
の
飼
養
状
況
を
県
に
報
告
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。新
し
く
飼
い
始
め

た
場
合
は
速
や
か
に
県
南
家
畜
保
健

衛
生
所
に
御
連
絡
く
だ
さ
い
。愛
玩

動
物（
ペ
ッ
ト
）と
し
て
飼
養
す
る
場

合
も
報
告
が
必
要
で
す
。

○
豚
・
い
の
し
し
を
飼
養
さ
れ
て
い

る
方
へ

　
栃
木
県
内
で
飼
養
さ
れ
て
い
る
豚

（
ミ
ニ
ブ
タ
、
マ
イ
ク
ロ
ミ
ニ
ブ
タ

を
含
む
）
・
い
の
し
し
に
は
、
令
和

２
年
２
月
か
ら
豚
熱
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○
め
ん
羊
・
山
羊
を
飼
養
さ
れ
て
い

る
方
へ

　
12
か
月
齢
以
上
で
死
亡
又
は
神
経

症
状
等
の
異
状
を
呈
し
て
死
亡
し
た

め
ん
羊
・
山
羊
・
鹿
（
と
畜
は
除

く
）
は
、
伝
達
性
海
綿
状
脳
症
（
Ｔ

Ｓ
Ｅ
）
の
検
査
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
合
せ　
栃
木
県
県
南
家
畜
保
健

衛
生
所　
☎（
27
）３
６
１
１

栃
木
市
惣
社
町
１
４
３
９
の
20

　
栃
木
県
で
は
、
河
川
内
に
繁
茂
し

て
い
る
樹
木
に
つ
い
て
、
民
間
と
協

働
し
た
樹
木
伐
採
を
実
施
し
て
い
き

ま
す
。

　
そ
こ
で
、
個
人
・
団
体
問
わ
ず
、

本
人
が
伐
採
し
、
持
ち
帰
っ
て
い
た

だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。（
無
償
）

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
栃
木
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
所
定

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

○
募
集
期
間　
10
月
26
日（
月
）〜
11

月
６
日（
金
）

◎
問
合
せ　
栃
木
県
河
川
課　
☎
０

２
８（
６
２
３
）２
４
４
４

　
集
団
健
診
は
、
感
染
症
防
止
対
策

の
た
め
定
員
を
設
け
実
施
し
て
お

り
、
今
年
度
は
全
日
程
が
定
員
と
な

り
ま
し
た
の
で
申
込
み
を
締
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
町
内
医

療
機
関
で
行
う
子
宮
頸
が
ん
検
診
や

特
定
健
診
等
は
受
付
け
て
い
ま
す
。

（
年
齢
等
に
条
件
が
あ
り
ま
す
）
ま

た
、
国
保
・
後
期
高
齢
の
方
は
人
間

ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
費
用
助
成

も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
（
人
数
に
限

り
が
あ
り
ま
す
）
。
症
状
等
が
あ
り

心
配
な
場
合
は
保
険
診
療
を
お
勧
め

し
ま
す
。

※
子
宮
頸
が
ん
個
別
検
診
受
診
券
、

子
宮
頸
が
ん
検
診
も
し
く
は
乳
が
ん

検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お
持
ち
の

方
で
、
集
団
健
診
を
ご
希
望
の
方
は

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
令
和
３
年
度
の
健
診
に
つ
い
て

は
、
２
月
に
広
報
み
ぶ
や
町
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
集
団
健
診

は
５
月
か
ら
実
施
予
定
で
す
。

◎
問
合
せ　
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係
☎（
81
）１
８
８
５

※
ド
ッ
ク
に
つ
い
て
は
住
民
課
国
保

年
金
係
☎（
81
）１
８
３
２

○
日
時　
定
例
会
予
定　

　
　
　
　
11
月
30
日（
月
）か
ら

○
会
期
日
程
等　
詳
細
に
つ
い
て

は
、
11
月
26
日（
木
）頃
ま
で
に
町
の

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
て
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

◎
問
合
せ　
議
会
事
務
局

☎（
81
）１
８
６
６

家
畜（
ペ
ッ
ト
も
含
む
）を
飼
養

さ
れ
て
い
る
方
へ
の
御
案
内

公
募
型
樹
木
伐
採
の
実
施
に
つ

い
て

14

令
和
２
年
度
の
集
団
健
診
受
付

終
了
に
つ
い
て

議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ



○
家
賃
の
金
額
は
、
最
新
の
所
得

に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

○
対
象　

１
．
現
在
同
居
し
て
い
る
、
又
は

同
居
し
よ
う
と
す
る
親
族
が
あ
る

方
（
３
ヶ
月
以
内
に
結
婚
、
同
居

す
る
婚
約
者
を
含
む
。
）

　
町
営
住
宅
に
単
身
で
入
居
を
希

望
す
る
場
合
の
方
で
も
、
一
定
の

条
件
を
満
た
せ
ば
申
込
で
き
ま

す
。
（
下
記
※
参
照
）

２
．
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
な
方
（
申
込
者
又
は
同

居
予
定
の
方
が
住
宅
を
所
有
し
て

い
る
場
合
は
原
則
と
し
て
申
し
込

む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
）

３
．
市
町
村
税
を
滞
納
し
て
い
な

い
方 

４
．
暴
力
団
員
で
な
い
方
（
同
居

者
も
含
み
ま
す
） 

５
．
所
定
の
計
算
方
法
に
よ
り
算

出
し
た
世
帯
全
員
の
所
得
額
が
次

の
金
額
以
下
で
あ
る
方

◇
世
帯
全
員
の
月
あ
た
り
所
得

・
一
般
世
帯

　
　
１
５
８
，
０
０
０
円
以
下

・
裁
量
階
層
世
帯
（
※
参
照
）

　
　
２
１
４
，
０
０
０
円
以
下

※
満
60
歳
以
上
で
あ
る
、
障
害
者

手
帳
を
持
っ
て
い
る
、
生
活
保
護

を
受
け
て
い
る

○
申
込
方
法　
11
月
９
日
以
降
に

建
設
課
住
宅
係
で
入
居
申
込
書
を

配
布
し
ま
す
（
土
日
を
除
く
）
。

入
居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
入
居

申
込
書
に
必
要
書
類
を
添
え
て
下

記
の
受
付
期
間
中
に
建
設
課
住
宅

係
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
受
付
期
間　
11
月
９
日（
月
）〜

20
日（
金
）午
前
８
時
30
分
か
ら
午

後
５
時
ま
で（
土
日
祝
を
除
く
）

　
申
込
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
に

な
り
ま
す
。抽
選
会
は
11
月
24
日

（
火
）午
前
10
時
か
ら
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
市
場
開

放
に
よ
る
「
県
南
市
場
ま
つ
り

（
感
謝
市
）」
を
毎
年
開
催
し
て
い

ま
し
た
が
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
中
止
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

◎
問
合
せ　
栃
木
県
南
地
方
卸
売

市
場
協
力
会　
☎
0
2
8
5（
38
）

3
3
3
0

○
日
時　
11
月
26
日（
木
）午
前
10

時
00
分
〜

○
場
所　
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

○
内
容　
町
で
は
、
壬
生
町
清
掃

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
令
和
３
年
１

月
か
ら
３
月
の
期
間
に
発
生
す
る

資
源
物
の
売
却
入
札
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

１ 

売
却
す
る
資
源
物

　
可
燃
系
資
源
物
（
新
聞
紙
、
雑

　
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク
）

　
及
び
、
不
燃
系
資
源
物
（
ア
ル

　
ミ
缶
プ
レ
ス
、
鉄
缶
プ
レ
ス
、

　
鉄
ク
ズ（
雑
品
））

２ 

入
札
参
加
方
法
等

　
入
札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
方

　
は
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に

　
掲
載
の
「
壬
生
町
清
掃
セ
ン
タ

　

ー
資
源
物
売
却
入
札
説
明
書

　

（
令
和
２
年
度
第
４
四
半
期

　
分
）
」
を
ご
覧
の
上
、
申
込
み

　
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
今
回
の
入
札
に
参
加
す

　
る
に
あ
た
っ
て
は
、
11
月
13
日

　
（
金
）ま
で
に
入
札
参
加
資
格
登

　
録
の
手
続
き
が
済
ん
で
い
る
こ

　
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

　
別
途
、
町
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
に
掲
載
の
「
令
和
２
年
度
壬
生

　
町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源
物
買
取

　
事
業
者
入
札
参
加
資
格
登
録
者

　
募
集
要
項
」
を
併
せ
て
ご
覧
く

　
だ
さ
い
。

○
対
象　
資
源
物
買
取
事
業
者
入

札
参
加
資
格
登
録
者

◎
問
合
せ　
生
活
環
境
課
清
掃
セ

ン
タ
ー　
☎
（
82
）
3
4
2
4

お し ら せ

15

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

住　宅 棟 階数 間取り家賃（円）

壬生駅まで
徒歩約２分

下台団地
（壬生町駅
東町4－24）

国谷駅まで
徒歩約７分

ひばりヶ丘団地
（壬生町大字
壬生丁281）

備　考

駐車場は１世帯に１
台です。
給湯器・浴槽・風呂
釡はありません。

家賃はあくまで予定
です。家賃算定の結
果この範囲外になる
可能性もあります。
家賃のほか共益費が
かかります。18,100～

26,900円

３号棟 15,700～
23,300円

3Ｋ
（54.9㎡）

２階
３階

３階４号棟 3Ｋ
（62.0㎡）

15,400～
22,900円１号棟 ３階 3Ｋ

（54.9㎡）

３号棟 13,000～
19,300円３階 3K

 (49.9㎡)

２号棟 12,800～
19,000円４階 3K

 (49.9㎡)

壬生町選挙管理委員会　☎（81）1807

投票日に投票ができない人は、期日前投票ができます。
○期日前投票の期間
　　　10月30日（金）～11月14日（土）
○期日前投票の時間
　　　午前８時30分～午後８時
○期日前投票の場所
　　　「壬生町役場ひばり館」
　　　「南犬飼地区公民館」
　　　　投票はどちらの投票所でもできます！

新型コロナウイルス感染症対策に取り組んでおります。
マスクの着用等ご理解・ご協力お願いいたします。
持参した鉛筆を使用することもできます。

栃木県知事選挙
投票日   11月15日（日）
投票時間   午前７時～午後８時

栃木県知事選挙

『
県
南
市
場
ま
つ
り（
感
謝
市
）』

の
開
催
中
止
の
お
知
ら
せ

令
和
２
年
度
第
４
四
半
期
壬
生

町
清
掃
セ
ン
タ
ー
資
源
物
売
却

入
札
の
実
施
に
つ
い
て



　
11
条
検
査
と
は
毎
年
一
回
定
期

的
に
行
う
検
査
で
す
。こ
れ
ら
の

検
査
は
、
浄
化
槽
の
機
能
が
十
分

に
発
揮
さ
れ
、
き
れ
い
な
処
理
水

が
放
流
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を

栃
木
県
の
指
定
す
る
機
関
（
一
般

社
団
法
人　
栃
木
県
浄
化
槽
協

会
）が
検
査
す
る
も
の
で
、浄
化
槽

（
既
存
の
単
独
処
理
浄
化
槽
も
含

む
）
を
設
置
し
て
い
る
方
は
必
ず

こ
の
検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
11
条
検
査
に
関
す
る
手
続
き
は

通
常
の
保
守
点
検
と
同
様
に
保
守

点
検
業
者
へ
委
託
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
法
定
検
査
を
受
け
な
い
と
、
法

を
執
行
す
る
町
長
か
ら
「
検
査
を

受
け
る
よ
う
」
勧
告
・
命
令
が
行

わ
れ
、
こ
れ
に
違
反
す
る
と
30
万

円
以
下
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
下

さ
い
。

◎
問
合
せ　
下
水
道
課
業
務
係

☎（
81
）1
8
5
8

　
傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」の
メ
ン
バ
ー
が
参
加

し
て
い
た
だ
い
た
方
の
お
話
し
相

手
を
い
た
し
ま
す
。ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
で
、
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を

飲
み
な
が
ら
楽
し
い
ひ
と
時
を
過

ご
し
ま
せ
ん
か
？

○
日
時　
11
月
10
日（
火
）　　
　

　
　
　
　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

○
参
加
費　
無
料

○
場
所　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
問
合
せ　
壬
生
町
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ「
き
か
せ
て
」

☎（
82
）３
９
０
２　
佐
藤
方

町
社
会
福
祉
協
議
会

☎ （
82
）７
８
９
９

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
の
み
な
さ
ん
が
楽
し
め
る
場
所

で
す
。

　
当
日
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

に
よ
る
歌
や
踊
り
、
民
話
等
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
お

り
ま
す
。
（
内
容
は
そ
の
日
に
よ

っ
て
異
な
り
ま
す
。
）

　
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
、
な
ご
み

ま
し
ょ
う
。

○
日
時　
11
月
20
日（
金
）

午
前
10
時
〜
正
午

○
参
加
費　
１
０
０
円

○
場
所　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

◎
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎（
81
）１
８
７
６
・
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
、
地

域
住
民
の
方
々
、
専
門
職
等
の
誰

も
が
参
加
で
き
る
集
い
の
場
で

す
。
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。
当
日
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
に
よ
る
歌
や
踊
り
、

民
話
等
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も

予
定
し
て
お
り
ま
す
。（
内
容
は
そ

の
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。）

　
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が

ら
、
ほ
っ
と
ひ
と
息
し
ま
せ
ん

か
。

○
日
時　
11
月
24
日（
火
）

午
前
10
時
〜
正
午

○
参
加
費　
１
０
０
円

令
和
２
年
度　
第
４
回
介
護

者
サ
ロ
ン
の
開
催
に
つ
い
て

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
「
福
来（
ふ

っ
く
）ら
」
の
開
催
に
つ
い
て

町
内
対
抗
野
球
大
会
チ
ー
ム
募
集

お し ら せ

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
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○
場
所　
し
も
つ
け
荘
屋
外
ス
ペ

ー
ス

◎
問
合
せ

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係

☎（
81
）１
８
７
６
、
１
８
７
７

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９　
　
　

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

　
家
族
を
介
護
す
る
方
が
、
悩
み

や
不
安
を
、
安
心
し
て
話
を
し
た

り
、
情
報
交
換
を
し
た
り
す
る
場

と
し
て
、
介
護
者
サ
ロ
ン
を
開
催

し
て
お
り
ま
す
。

　
介
護
者
の
方
同
士
で
自
分
の
体

験
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
励
ま
し

あ
い
、
親
睦
を
深
め
る
こ
と
で
、

よ
り
良
い
介
護
を
め
ざ
し
て
い
き

ま
せ
ん
か
？

《
活
動
内
容
》

　
介
護
者
サ
ロ
ン
で
は
参
加
者
の

話
を
聞
い
た
り
、
自
分
の
体
験
を

話
し
た
り
し
て
い
ま
す
。（
自
分
か

ら
話
を
す
る
の
が
苦
手
な
方
で

も
、
話
を
聞
く
、
情
報
を
も
ら
う

こ
と
を
目
的
に
参
加
で
き
ま
す
。）

　
ま
た
、
壬
生
町
職
員
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員
も
出
席
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
が
ご
ざ

い
ま
し
た
ら
お
話
く
だ
さ
い
。

※
介
護
者
サ
ロ
ン
で
話
さ
れ
た
内

容
を
他
に
話
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。

○
日
時　
12
月
11
日（
金
）午
前
10

時
〜
11
時
45
分

○
場
所　
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
参
加
費　
無
料

○
申
込　
12
月
４
日（
金
）ま
で
に

電
話
申
込
み

◎
申
込
・
問
合
せ　

健
康
福
祉
課
介
護
保
険
係　

☎（
81
）１
８
７
６

壬
生
北
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
86
）３
５
７
９

壬
生
南
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー　
☎（
82
）２
１
１
９

町
社
会
福
祉
協
議
会
☎ （
82
）
７

８
９
９

　
令
和
２
年
度
町
内
対
抗
野
球
大

会
の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま

す
。
詳
細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
。

○
日
時　
11
月
15
日（
日
）〜

○
参
加
費　
１
０
，
０
０
０
円

◎
問
合
せ　
野
球
協
会
事
務
局　

船
橋
宏　
☎
０
８
０（
３
３
６
４
）

７
６
５
７

浄
化
槽
11
条
検
査
の
受
検
に

つ
い
て

介
護
介
護

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ「
な
ご
み
」

の
開
催
に
つ
い
て

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

「
き
か
せ
て
」
が
贈
る
サ
ロ
ン

『
こ
ら
っ
せ
』
の
開
催
に
つ
い
て

〜〜〜〜〜〜〜〜

〜〜〜〜〜



お し ら せ

「親子ビクス」参加者募集
　お子さんとご家族皆さんが、一緒に楽しめるエアロ

ビクスです。

　ストレッチもしますので、コロナ疲れや運動不足の

解消にもなります。

　楽しみながら心も体もリフレッシュしましょう！ぜ

ひご参加ください。

○講　師　ＯＫＪエアロビックファミリー認定イ　　

　　　ンストラクター　大橋光子 氏

○日　時　12月５日（土）午前10時～正午

○対　象　０歳～就学前のお子様とその保護者・　　

　　　家族

○定　員　10組（20人まで）

　　　　　＊親子で参加できます。

○持ち物　ヨガマット又は、大判のバスタオル・　　

　　　汗を拭くタオル・水分補給用飲み物

○申　込　11月５日（木）～

　　　　　※ 定員になり次第締め切り　

孫育て教室「孫育て今と昔」参加者募集
　今どきの子育て事情と自分たちの時代の子育ての比

較をしながら、育児をするパパやママのサポートにつ

いて学んでいきます。経験豊富な相田助産所 所長 相田

美智子先生の楽しい講話です。大切な子供たちの子育

てを、みんなで支えていきましょう。ぜひご参加くだ

さい。

○日　時　11月14日（土）午前10時～正午

○対　象　孫育て中の方、プレおじいちゃんおば　　

　　　あちゃん、ファミサポ協力会員の方

○定　員　10組（20人まで）

　　　　　＊親子で参加できます。

○申　込　申込中～定員になり次第締め切り

　《共通事項》

○場　所　子育て支援センターつばめ

○参加費　無料

◎申込・問合せ　子育て支援センターつばめ

　　　　　　　　☎（86）０１３２

児童館からのおしらせ

子育て支援センター
つばめからのおしらせ

子育て支援センター
ひよこからのおしらせ

ー 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください ー

はじめての児童館
　児童館をはじめて利用する親子を応援します。

○日　時　11月18日（水）

　　　　　午前10 時 30分 ～ 11時 30分

○内　容　利用案内・読み聞かせ・クラフトタイ　　

　　　ム・自由遊び

○対　象　はじめて児童館を利用する親子　　

○申　込　前日までに電話で申込み

◎問合せ　こども未来課・児童館　☎（82）7388

マミータイム
【ボンボンクリスマスツリー】
　小物づくりをきっかけに子育て・ママ友づくりを応

援します。　　　　　　　　　

○日　時　11月 27日（金）午前10 時～ 正午

　　　　　（クラフト受付11時30分まで）

○内　容　クラフトタイム・読み聞かせ・自由遊び

○対　象　未就園児親子　10組　

○申　込　前日までに電話で申込み

＊申込み人数により、時間調

　整をする場合があります。

 
《共通事項》

○場　所　壬生町児童館

◎問合せ　児童館　☎（82）７３８８

食育講話会
【ワイワイ家族のクリスマス・お正月料理】参加者募集

　ホームパーティーにぴったりなレシピを紹介します。

　また長いお家時間を利用して昔ながらの栃木のおせ

ち料理も覚えてみるのもいいですね。そして寒さに負

けない体をつくるための食事も一緒に考えてみましょう。

○講　　師　管理栄養士　　大沼スミエ　氏

○日　　時　12月10日(木）

　　　　　　①午前10時～10時50分

　　　　　　②午前11時～11時50分

○場　　所　保健福祉センター２階（母子室）

○対　　象　生後１か月～未就学児の児童と

　　　　　　その保護者（壬生町在住）

○募集人数　各５組

○参 加 費　無料

○持 ち 物　タオル・ウエットティッシュ・バス　　

　　　　タオル（乳児を寝かせる場合に使用）○申　

　込　11月25日（水）～　電話申込

　　　　　　※ 定員になり次第締切　　

◎申込・問合せ　子育て支援センターひよこ

　　　　　　　　☎（82）３３０９
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※新型コロナウイルス感染拡大の状況により、中止・

　変更となる場合もありますので、町公式ウェブサ

　イト等でご確認下さい。

○お　願　い　
　感染症対策の為、間隔を空けた講習会となります

が、参加者のマスクの着用と手指消毒、又検温・体

調の確認等へのご協力をお願いします。



図 書 館 か ら の お し ら せ図 書 館 か ら の お し ら せ

○移動図書館（BM）12月の日程

壬生北小学校
安塚小学校
睦小学校
壬生東小学校
藤井小学校
羽生田小学校
稲葉小学校

13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～15：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～14：00

８日（火）
９日（水）
10日（木）
11日（金）
15日（火）
16日（水）
18日（金）

※新型コロナウイルス感染症の影響により、11・12

　月の「おはなしひろば」、「親子おはなし会」は

　中止となりました。

※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止となる場
　合がありますので、ご了承ください。
※移動図書館「おもちゃのまち」は、現在「おもちゃ団地協
　同組合北側駐車場」で実施しています。ご注意ください。

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0025日（金）

○移動図書館（BM）11月の日程

藤井小学校
壬生東小学校
羽生田小学校
壬生北小学校
安塚小学校
睦小学校

13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～14：00
13：00～14：00
13：00～15：00
13：00～15：00

４日（水）
６日（金）
12日（木）
17日（火）
18日（水）
19日（木）

稲葉小学校 13：00～14：0027日（金）

おもちゃのまち
（おもちゃ団地協同
　組合北側駐車場）

14：00～16：0026日（木）

壬生町立図書館
特別整理期間による休館のおしらせ

おはなし会中止のおしらせ

12月1日（火）～12月4日（金）の間、　特別整理期間の

ため休館となります。

○11月30日（月）　休館日

○12月1日（火）～12月4日（金）　特別整理期間

　ご理解とご協力をお願いいたします。

10月14日（水）から開催される歴史民俗資料館テーマ

展「壬生城－聖地日光への玄関口－」に伴い、図書

館では「城」にちなんだイベントを開催します。

「城」のイベント開催！

お城の壁飾りを作ります。ご一緒に楽しみましょう！

○日　時　11月21日（土）

　　　　　①午前10時～11時

　　　　　②午後１時～２時

※各回とも同じ作品を作ります

○場　所　図書館２階 会議室

○講　師　図書館読書ボランティア

　　　　　「おはなしアライグマ」

○定　員　各回先着10名

○申　込　11月14日（土）午前９時より、図書館カウ

　　　　　ンターまたはお電話にてお申込みください。

○参加費　無料

※ご持参いただくものは特にありません　

大人の折り紙教室

18ー 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください ー

《共通事項》

◎問合せ　町立図書館　☎（82）8543

　図書館読書ボランティア「おはなしアライグマ」

の皆さんによる、お子さん向けのおはなし会です。

とのさまが出てくる楽しいパネルシアターの他、食

べ物のしりとりのおはなしを読み聞かせします。

○日　時　11月21日（土）午前11時～11時30分

○場　所　図書館西側ステージ

○内　容　パネルシアター『しりとりのだいすきな

　　　　　とのさま』他

※折り紙も行います。

※申し込みは必要ありません。当日、直接お越しく

　ださい。　

※雨でも開催します。場所の変更がある場合は、当

　日ご案内します。

青空おはなし会

○その他　歴史民俗資料館テーマ展開催期間中に、

　　　　　図書館では「城」に関する本を展示しま

　　　　　す。テーマ展と併せて、お楽しみください。

「城」のイベント開催！
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感
染
症
拡
大
防
止
対
策
の
お
願
い
●
本
公
演
は
全
国
公
立
文
化
施
設
協
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
、
適
切
な
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
と
り
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま

た
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て
は
、
公
演
が
中
止
ま
た
は
延
期
に
な
る
場
合
や
、
公
演
内
容
等
に
変
更
が
出
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
最
新
の
情
報
を
お
確
か
め
頂
く
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
●
感
染
拡
大
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、
座
席
の
間
隔
を
空
け
て
入
場
券
を
販
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
●
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
ご
購
入
い
た

だ
い
た
チ
ケ
ッ
ト
の
裏
面
に
当
日
ご
来
場
さ
れ
る
お
客
様
の
お
名
前
・
ご
住
所
・
電
話
番
号
等
を
ご
記
入
い
た
だ
き
ま
す
。
万
が
一
感
染
者
が
発
生
し
た
際
の
ご
連
絡
や
、
保

健
所
等
の
公
的
機
関
の
聞
き
取
り
に
必
要
な
情
報
提
供
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
な
い
方
の
ご
入
場
は
お
断
り
い
た
し
ま
す
。
●
発
熱
・
咳
等
の
症
状
が

あ
る
方
や
体
調
不
良
の
方
は
ご
来
場
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。
●
ご
来
場
の
際
は
必
ず
マ
ス
ク
を
ご
着
用
く
だ
さ
い
。
着
用
さ
れ
て
い
な
い
方
の
ご
入
場
は
お
断
り
い
た
し
ま

す
。
●
入
館
時
に
は
主
催
者
に
て
検
温
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
37
・
５
度
以
上
の
発
熱
が
あ
る
場
合
は
入
場
を
お
断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
●
入
館
の
際
は
入
口
の
消
毒
液
に

て
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
●
入
場
時
・
退
場
時
は
混
雑
回
避
の
た
め
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

児童虐待は社会全体で解決すべき問題です。あなたの１本のお電話で救われる子どもがいます。

児童虐待かもと持ったら
すぐにお電話ください。

・・・・



　町商工会では、新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を利用した町補助金を活用し、町内の

観光業、観光バス事業、宿泊業を利用すると、町内在住、在勤、在学の方に、利用額の２分の１（千円未満切

捨）で上限５千円までとする壬生町共通商品券を進呈するトリップサポート事業を実施しています。

　新型コロナウイルス感染症の影響に伴う売上減少を克
服するために、壬生町内の参加観光事業者（観光業、観
光バス事業、宿泊業、一部を除く）が実施する事業を利
用した町内在住・在勤・在学の方に対し、商品券を進呈
します。
※商工会が実施している壬生町共通商品券（色違い）を作
　成し、参加観光事業者が事業を利用した町内在住・在
　勤・在学の方に配布します。

１．商品券発行総額　700万円（1,000円×7,000枚）
２．商品券補助率　利用料金の1/2　1,000円未満切捨て
３．限度額　①町内者：町内在住・在勤・在学　
　　　　　　　　　　　１名限度額１回につき5,000円
　　　　　　②町外者：一律１名1,000円
　※ただし、宿泊数に応じ1泊、1,000円を加算し、3,000
　　円を限度額とします。
４．配布・使用期間　令和３年２月28日（日）
　※ただし無くなり次第終了し、使用期限を経過した商

　　品券は無効とします。
５．配布方法　壬生町内の観光事業者（観光業、観光バ
　　　　　　　ス事業、宿泊業）が実施する事業を利用
　　　　　　　し、指定の用紙に記入・申請してください。
６．取扱加盟店　令和２年度壬生町共通商品券事業の取扱
　　　　　　　加盟店142店舗

○商品券配布例　利用料金の１/２　1,000円未満切捨て
①町内者

　利用支払い3,500円の場合　@3,500÷２＝1,750円
　1,000円未満切捨て配布1,000円
　利用支払い12,500円の場合　@12,500÷２＝6,250円
　5,000円以上の為、限度額5,000円
②町外者

　１泊（日帰り含む）2,000円以上お支払いの場合
　日帰りや１泊利用の場合、１律1,000円
　２泊利用2,000円
　３泊以上利用3,000円（限度額）

◎問合せ　壬生町商工会　☎（82）0475

事業内容

観光事業利用促進と景気回復を図る
トリップサポート事業が10月15日からスタートしました

観光事業利用促進と景気回復を図る
トリップサポート事業が10月15日からスタートしました

観光事業利用促進と景気回復を図る
トリップサポート事業が10月15日からスタートしました

補助内容

No. タイトル名 対象 参加費日にち 曜日 時　　間 定員 申込期間/方法

土

日

土

土

土

日

11/21

11/22

11/28

12/5

12/12

12/13

1

2

3

4

5

6

7

無料

1,000円

500円

400円

無料

各500円

ネイチャーゲームで

秋色みつけた!
13：00～14：30 家族 20名 当日会場へ

ツリー＆スワッグの

クリスマス飾り

①10：00～11：30

②13：00～14：30

①親子

②大人

①６組

②12名

10/22（木）9：00～

電話か来所にて（先着）

干支（うし）のカレンダ

ーを作ろう

10：00～12：00

13：00～15：00
どなたでも 各回６組

10/28（水）9：00～

電話か来所にて（先着）

親子うどん教室 10：00～12：00
親子

（２人１組）
６組

11/5（木）9：00～

電話か来所にて（先着）

鳥をみつけて冬さんぽ 9：00～11：00 小学３年生～ ８名
11/12（木）9：00～

電話か来所にて（先着）

クリスマスを彩るマイ

カップ or プレート作り

10：00～11：30

13：00～14：30
どなたでも 各回６組

11/13（金）9：00～

電話か来所にて（先着）

電飾トレイン 16：00～16：54
12/5（土）～

27（日）の土日
どなたでも １便50名

大人70円

小人30円
当日会場へ

とちぎわんぱく公園イベント情報とちぎわんぱく公園イベント情報とちぎわんぱく公園イベント情報
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ー 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください ー

問 合 せ

そ の 他

対 　 象

申 込 日

申込方法

相 談 員

場 　 所

日 　 時

国が設立した法律相談機関『法テラス栃木』
もご利用ください。　☎050（3383）5395

町内在住者　各回５名
同一の内容の相談は一回限り

町保健福祉センター

弁護士

電話予約受付（先着順）

11月9日（月）
午前８時半～

12月7日（月）
午前８時半～

11月12日（木） 
午前10時～正午

12月10日（木）
午前10時～正午

（福）壬生町社会福祉協議会　☎（82）7899

みんなの人権110番 　　　　　　☎0570（003）110  
子どもの人権110番 　　　　　　☎0120（007）110  
女性の人権ホットライン　　　　☎0570（070）810  
インターネット人権相談窓口　 https://www.jinken.go.jp

心配ごと特別相談（弁護士相談）

申 込 み

問 合 せ

そ の 他

相談内容

場 　 所

日 　 時

栃木健康福祉センター（栃木市神田町6-6）

医師や心理士による心の健康相談

相談をご希望の方は、予約が必要になります
ので、事前にご連絡ください。医師・心理士
の相談の前に保健師がお話しを伺います。

（1）医師による相談
○11月５日（木）
　午後２時30分～
　　　４時30分
○令和３年１月15日（金）
　午後２時～４時
○令和３年３月１日（月）
　午後２時～４時

（2）心理士による相談
　令和３年２月17日（水）
　午後１時30分～
　　　３時30分

栃木健康福祉センター
保健衛生課　☎（22）4121

令和２年度精神保健福祉相談の実施について

申 込 み

問 合 せ

場 　 所

相談内容

日 　 時

役場別館　ひばり館　A会議室

そ の 他
相談無料・秘密厳守 お気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

12月８日（火）午後１時30分 ～ ４時

相 談 員 人権擁護委員

生活環境課くらし安心係　☎（81）１８２６

特設人権相談所開設
身近なことで困っていることはありませんか？

電話・インターネットによる人権相談
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各　　種　　相　　談

お し ら せ

　相談内容は秘密が守られ、相談料は無料で
す。皆さんの毎日の生活の中で、「これは人
権問題ではないだろうか？」と感じたり、「ど
こに相談すればいいのだろう？」と思い悩む
ことがあれば、お気軽にご相談ください。人
権擁護委員が皆さんとともに問題解決のため
の方法を考えます。

申 込 み

問 合 せ

場 　 所

相談内容

日 　 時

栃木市保健福祉センター
（栃木市今泉町２－１－40）

そ の 他

予約制です。希望開催日の約1ヵ月半前までに、
町健康福祉課障がい福祉係へお申込下さい。
※再判定には、「生活状況調書」の提出が必
　要になります。様式は町公式ウェブサイト
　に掲載しています。

11月５日（木）、３月５日（金）

健康福祉課障がい福祉係
☎（81）1883　FAX（81）1121

療育手帳をお持ちの方へ（18歳以上）
～巡回相談（動く知更相）について～

栃木県障害者総合相談所へ来所が困難な方（在
宅生活者）の利便性を考え、栃木市健康福祉
センターにて、療育手帳の再判定のほか、処
遇相談、生活相談等を実施します。

そ の 他

相談内容

場 　 所

日 　 時

稲葉地区公民館

「人権相談」家庭生活や社会生活を営むうえ
で、自分の力では解決できない人権問題等。
相談員は人権擁護委員

「行政相談」医療保険、年金、道路等、行政につ
いての苦情、要望等。
相談員は本町の下記行政相談員
相田喜久夫 氏　☎（82）0603
粂川　元一 氏　☎（86）3869

11月19日（木）午後１時30分～４時

相談無料・秘密厳守 お気軽にご相談ください。
予約は必要ありませんが、事前予約を推奨します。

申 込 み

問 合 せ

人権相談…生活環境課くらし安心係  ☎（81）1826
行政相談…総合政策課情報広報係　  ☎（81）1814

人権・行政相談　毎月第３木曜日定期相談

そ の 他

相 談 員

日 　 時

司法書士

令和３年５月までの毎月第２土曜日
午前10時～午後３時�

・要予約・予約をした相談者に相談員から所定
の時間に電話をして相談を行う・相談時間30分

申 込 み

問 合 せ
栃木県司法書士会　☎028（614）112

電話による相続・遺言無料相談



ー 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください ー

壬生町防災行政無線システムについて

・気象庁（災害情報や気象警報、雨雲レーダーなど）
・栃木県防災ＨＰ（防災情報）
・壬生町公式ウェブサイト（支援情報など）
・壬生町防災ＷＥＢ（緊急情報や河川水位情報）
・災害時の電話利用方法
・東京電力（停電情報や無料のスマートフォンアプリによる停電・雨雲レーダーの紹介）

総務課　消防防災係　☎８１ー１８０８

http://www.jma.go.jp/jma/menu/menuflash.html
http://www.pref.tochigi.lg.jp/kurashi/bousai/realtime/index.html
http://www.town.mibu.tochigi.jp/
http://www.bousai-mibu.jp/
http://www.tca.or.jp/information/disaster.html

http://teideninfo.tepco.co.jp/

防災サイト等

河川監視カメラの設置

壬生町防災行政無線に関するお問合せは

・URL　http://www.bousai-mibu.jp/bousai/ksndata/

○黒川（羽生田学童橋付近）

○恵川（黒川合流部付近）

○黒川（地蔵橋付近）

３か所にカメラ子局を設置しています。こ

のカメラの画像は、壬生町の公式ウェブサ

イトにある防災 W E B上で見ることができ、

河川の状況を把握することが出来ます。

役場にて放送した拡声子局からの案内と同じ内容を、携帯電話やパソコ
ンなどにメールで配信します。
事前登録が必要ですので、次により登録ください。登録方法は、携帯電
話・パソコンなどから下記ＱＲコードやＵＲＬへアクセスしてください。
・URL　http://www.bousai-mibu.jp/mail/pub/

・ＱＲコード防災メールの配信

拡声子局（町内30か所）の機能

その他にも、こんな機能があります。
○防災メール
　登録制のメールです。右記『防災メールの配信』
　を参照してください。
○エリアメール
　壬生町内で緊急連絡を要する災害が起こった際に、
　町内の携帯電話にメールを一斉に送信します。

放送内容の確認（電話応答装置）

電話番号　0282-82-9000

「放送されていることに途中で気付いた」「風が強くて放送内容がよく
聞こえなかった」という場合は、次の番号に電話すると放送内容を聞く
ことができます。

○拡声放送……各子局から、マイクを使って、スピーカーによる拡声放送が
　　　　　　　できます。
○連絡通話……各子局から防災センター、壬生町役場へ装置を使用し無線に
　　　　　　　よる連絡通話ができます。
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※受診する際は、事前に電話確認をしてからお出かけください。

19：00～22：00　内科（小児を含む）のみ

内科（小児を含む）、外科　９：00～21：00

内　科　９：00～21：00
外　科　９：00～17：00
小児科　18：00～21：00

平日（月～土曜日）

休日（祝日・年末年始）

休日（日曜日）

◆栃木地区急患センター　栃木市境町27-15　☎ 2 2 － 8 6 9 9

診療日時

◆とちぎ救急医療電話相談

　急な病気やけがについて、経験豊富な看護師が相談に応じます。
〔大　人〕月曜日～金曜日　　　　18：00～22：00

　　　　　土曜日・日曜日・祝日　16：00～22：00

　　　　　☎028-623-3344　プッシュ回線＃7111

〔子ども〕月曜日～土曜日　18：00～翌朝８：00

　　　　　日曜日・祝　日　24時間

　　　　　☎028-600-0099　プッシュ回線＃8000

夜 間 ・ 休 日 の 診 療 機 関

11月１日

11月３日

11月８日

11月15日

11月22日

11月23日

11月29日

12月６日

おもちゃのまち

落 合

藤 井

安 塚 南

上 長 田

至 宝 北

駅 東 町

上 長 田

☎86－6624

☎81－0880

☎82－5800

☎86－0501

☎86－6000

☎25－5881

☎21－7300

☎86－8039

福井セントラルクリニック

大 久 保 ク リ ニ ッ ク

壬 生 東 診 療 所 �

荒 川 内 科 ク リ ニ ッ ク

に し や ま 内 科 ク リ ニ ッ ク

高 橋 と お る ク リ ニ ッ ク

は し も と ク リ ニ ッ ク

小 林 内 科 ク リ ニ ッ ク

◆壬生町在宅当番医　９：00～17：00

電話番号自治会名病　　院　　名日　付



11月16日～12月15日

毎月第３日曜日は家庭の日です。
この機会に家族の絆を深めてみませんか？
※一部施設で優待制度があります。（詳細は県ＨＰ参照）
◎問合せ　教育委員会事務局生涯学習課（☎81ー1873）

毎月第３日曜日は
ふれあい育む
　　　　家庭の日

イベントの開催状況については、町の公式ウェブサイトを
確認するか、各担当課にお問合せください。

ー 掲載内容は変更の場合がありますので、各問合せ先へご確認ください ー

11月

12月

1

3

5

6

7

8

9

10

土

水

月

水

木

木

金

土

金

12

13

14

15

マミータイム（10：00～児童館） 集団健診（女性の日）（７：30～保健福祉センター）

両親学級（９：30～保健福祉センター）

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～
児童館）
乳幼児健診（１歳６か月）（12：50～保健福祉センター）

16

17

19

20

22

23

24

土

火

水

月

火

木

26

金

水

木

金27

4

日

21

2

火

月

日

火

火

18

25

11

日

土

月

月

日

28

29

30

こども おとな

親子ビクス（10：00～子育て支援センターつばめ）

食育講話「ワイワイ家族のクリスマス・お正月料理」（10：00～）

乳幼児健診（10か月児）（13：00～保健福祉センター）

乳幼児健診（３歳児）（12：50～保健福祉センター）
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～
児童館） 

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（９：30～
児童館）

乳幼児健診（１歳６か月）（12：50～保健福祉センター）
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・にこにこコース）（10：00～
保健福祉センター） 

シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～南犬飼出張所（入口東側自
転車置場））

人権・行政相談（13：30～稲葉地区公民館）集団健診（７：30～保健
福祉センター）

メタボ予防教室（９：30～保健福祉センター）

シルバー人材センター新規会員の入会説明会（13：30～壬生町シルバ
ーワークプラザ研修室）

10・11月分上下水道料金納期限（納付書）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

集団健診（７：30～南犬飼地区公民館分館）
窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）
11月の納税等納期限　10.11月分上下水道料金口座振替日

乳幼児健診（４か月児）（13：00～保健福祉センター）
未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（９：30～
児童館）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

窓口業務時間延長日（17：15～19：00　本庁　住民課・税務課・こど
も未来課・健康福祉課）

シルバー人材センター刃物研ぎ（９：00～南犬飼出張所（入口東側自
転車置場））

集団健診（７：30～保健福祉センター）シルバー人材センター刃物研
ぎ（９：00～役場本庁舎（駐車場北西側車庫））

●国民健康保険税………………………（５期）
●介護保険料……………………………（５期）
●後期高齢者医療保険料�………………（５期）
　　　　　　　　　　納期限　11月30日（月）

11月の
納税等

23

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（10：00～
保健福祉センター） 

未就園児親子対象教室（なかよしルーム・きらきらコース）（10：00～
児童館）

はじめての児童館（10：30～児童館）



　グラパックジャパン株式会社 様より消毒用エタ
ノール３缶（42Ｋ）の寄附がありました。
　　　　　　　グラパックジャパン株式会社
　　　　　　　代表取締役社長　湯本　好英　様

ゆ もと      よしひで
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【まちのうごき】●総人口 39,143人（＋17）　男 19,419人（　0）　女 19,724人（＋17）　●総世帯 16,164（＋8）  （　）内は前月比　令和２年度９月末現在

やなしまりょうた

梁島涼太くん
（H28.11.22生）

次回は１月生まれのアイドルを募集します。
【締　　切】11月20日（金）
【必要事項】氏名（ふりがな）（複数のアイドルが写っている場合はそれぞれ分かるよ
　　　　　　うに明記してください）、保護者名、生年月日、住所、電話番号
【申込方法】町公式ウェブサイトの、わが家のアイドル送信フォーム
　　　　　　http://www.town.mibu.tochigi.jp/idol/　から申込みができます。
　　　　　　役場総合政策課、稲葉・南犬飼出張所、子育て支援センター
　　　　　　でも受付けています。
【申 込 先】壬生町総務部総合政策課情報広報係
　　　　　　〒321－0292　壬生町通町12－22
　　　　　　Eメールアドレスsougo@town.mibu.tochigi.jp
【備　　考】写真は掲載後、原則お返しできませんのでご了承ください。また、町子育
　　　　　　てサイトのトップページにもお写真のみ掲載いたします。

いしづか   か   の

石塚楓音ちゃん
（H28.11.16生）

寺内莉菜ちゃん
（H28.11.15生）

てらうち  り   な

わが家の

アイドル

し  ゆう

慈優ちゃん
（H24.3.2生）

あらかわ  き   ゆ

荒川嬉優ちゃん
（H25.11.12生）

ゆ   め

優姫ちゃん
（H21.8.22生）

＋－

　10月13日（火）、とおりまち保育園にて、

ハロウィンナイト実行委員会から園児に

ふくべランタンのお菓子詰め合わせがプ

レゼントされました。

　ハロウィンナイト実行委員会とは、例

年興光寺で行われている「壬生流ふくべ

たちのハロウィンナイト」の開催・運営

をしている、地元商店の若手や商工会青

年部の方々からなる会です。今年は新型

コロナウイルスの影響により例年通りの

イベントは行えなくなったため、会場で

配る予定だったお菓子を園児へプレゼン

トしました。後日町内の全保育園、幼稚

園にもお菓子をプレゼントしました。

ハロウィンナイトの実行委員会から子どもたちへプレゼント

　協栄産業株式会社 様より、まちづくりの推進に役立て
てほしいと寄附がありました。
協栄産業株式会社　様 ……………………… 500,000円  ん の 場み な 広

寄 

附

　栃木県行政書士会栃木支部 様より、新型コロナウイ
ルス感染症防止に役立ててほしいと、マスク2,000枚
の寄附がありました。

代表　根岸　愼治　様
ね ぎし     しん じ 寄 

附
寄 

附

ハロウィンナイトの実行委員会から子どもたちへプレゼントハロウィンナイトの実行委員会から子どもたちへプレゼント
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	2011／05まちトピ
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